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１．はじめに 





（SCSMA：Single-Crystal Shape Memory Alloy）の超弾性特性を利用した減衰器を用い，減衰性能








の分だけ 1 サイクル毎にエネルギーを散逸する． 















SCSMA ピンに初期ひずみを与え，全てのクリアランス 0.5 mm に保つことにより初期ひずみがヒ
ステリシスループの真ん中になるように調整する． 
 オオワシ 2 号機エンジンマウント部では，エンジンから伸びるエンジンサポートピン（図２）
が減衰器中心の穴にささり，エンジンサポートピンが変位すると減衰器内部の SCSMA ピン軸方



















加振質量[kg] 0.24 ，0.34， 0.44








５に示す．図４は加振質量 240 g，掃引速度 1 oct/min の場合の加速度応答倍率である．図５は加












 振動試験結果を利用して，オオワシ 2 号機にこの SCSMA 減衰器を搭載した際に，振動試験に
おけるヒステリシスループに対する応力・ひずみ状態が実機エンジン搭載時においても再現する
と仮定して，実機で想定される伝達特性を検討した． 
 振動試験における加振質量 m を実機エンジン質量 M に，振動試験での減衰器剛性 k をオオワ
シ 2 号機で使用する減衰器剛性 K に変更する．振動試験での固有振動数を𝑓0，実機での共振振動
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× 𝑓0 （2） 
 加振質量 m は 240 g，340 g，440 g の 3 種類であり，エンジン質量 M を 40 kg と仮定して質量比
A を算出した．今回の振動試験時の減衰器の SCSMA ピン本数は上下 1 本ずつであり（図６左），

















 予想された固有振動数（𝑓𝑛=167.5~181.3 Hz，すなわち 10049~10875 rpm）を冷走試験結果[3]に重
ね書きしたものを図７に示す．紫色の曲線は応答倍率[dB]，紺色の縦線は危険回転数と定格回転
数，赤色の横線は応答倍率 0 dB（1 倍）をそれぞれ示している．応答倍率を表５に示す． 
 
 
加振質量m[kg] エンジン質量 M[kg] 質量比 A[-] 剛性比 B[-]
① 0.24 40 166.7 10.0
② 0.34 40 117.6 10.0
③ 0.44 40 90.9 10.0
固有振動数fn[Hz] 固有角振動数ω n[rad] 回転数[rpm]
① 181.3 1138.9 10875.7
② 168.5 1058.8 10110.9












（167.5~181.3 Hz）とは 50～70 Hz 外れていること，定格回転数では応答倍率が 1 以下になること，
危険回転数では応答倍率が 1 以上であることが予想される． 
 
５．まとめ 
 オオワシ 2 号機に本減衰器をそのまま実機に使用した場合の，固有振動数と減衰性能を加振振
動数掃引試験の結果を用いて予測した．エンジン定格回転数においては応答倍率が 1 倍以下であ
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応答倍率[dB] 応答倍率[倍]
固有振動数 18 7.94
1次危険回転数 13 4.47
2次危険回転数 11 3.55
定格回転数 -3相当 0.7相当
オオワシエンジンの場合の予想
